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県政の最重要課題の一つ、旧県庁舎跡地活用について。平成 22 年に民間懇話会から提言を受け

て既に 14年、新県庁舎竣工からは早６年が経過しています。 

 現時点での配置のイメージと工程は以下の通りとなっています。 

一年でも早く完成させねばなりませんが、ずっともやもやしていたものがあり、先日ある関係者

と協議をするなかで今の進め方に欠けていることがあることに気づかされました。 

それは「跡地をどうするか？」にばかり関心が集まり、この地域を面として捉え、どう人の導線 

を考え「浜の町に人を誘導するか」、そ

れにあわせて「周辺をどう整備する

か」の視点が抜け落ちています。 

そこでこの地が「長崎市歴史的風致

維持向上計画の指定地区である」こと

から、先行して取り組まれている「松

が枝周辺地区整備構想」での取り組み

と同様に、長崎市が「グランドデザイ

ン」を計画し事業展開することによ

り、県市一体となった取り組みに軌道

修正を試みたいと考えています。 

現在、長崎市と協議中です。 

「つなぐ力」を形に。 
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【今回、旧県庁舎跡地整備に導入を目指す、既に展開されている事業】 

つながる力を具象化する 

■長崎市歴史的風致維持向上計画 

 ○策定主体 長崎市 

 ○計画期間 Ｒ２～Ｒ11年 

（10年間） 

 ○維持向上すべき 

５つの歴史的風致 

・近世長崎の町人文化（市中心部） 

・中国文化の伝来（市中心部） 

・長崎居留地の海外交流 

（東山手・南山手地区）※重点区域

（グランドデザイン策定済み） 

・外海の石積文化（外海地区） 

・被爆継承と平和の祈り 

（平和公園地区） 

 

■松が枝周辺地区整備構想 

 ○策定主体 長崎県・長崎市 

 ○計画期間 Ｒ５～Ｒ14年 

（10年間） 

 ○整備構想の構成（右図） 


